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ハッピー・パートナー企業交流会議の開催について  

 ハッピー・パートナー企業を対象とした交流会議を、下記のとおりオ

ンライン形式で開催します。 

 今年度は、女性をはじめとした多様な人材がそれぞれの個性と能力を

発揮し、変化する社会に対応していくためにはどうしたらよいのか、

「ダイバーシティ＆インクルージョン」の推進というポイントで県内外

の企業３社から自社の取組内容を発表いただきます。 

 また、グループワーク形式により、他社との情報交換を行っていただ

ける内容とする予定ですので、ぜひご参加ください。 

テーマ 
多様性を強みに変えるための組織づくり 
～ダイバーシティ＆インクルージョン推進の取組事例から～ 

プログラム 

 

①県内企業の取組紹介 

 ・株式会社 大林組（東京都・建設業） 

 ・株式会社 第一印刷所（新潟市・印刷業） 

 ・株式会社 第四北越銀行（新潟市・銀行業） 
 

②情報交換会、質疑応答 

  少人数グループワーク（Zoom）により、自社の 

 取組状況や 課題などについて、他社との情報交換 

 を行います。 

 

※ファシリテーター：㈱エム・エスオフィス 

           髙橋 瑞穂さん 
 

日 時 
令和６年２月９日（金）13：30～16：00 
※オンライン（Zoomを使用します。） 

対 象 
ダイバーシティ＆インクルージョンの推進に関心があ

る企業または、これから取り組もうとしている企業 

定 員 
50名（申込先着順） 

※申込締切１月31日（水）まで 

参加費 無 料 

◆申込方法・その他詳細は、 

同封のチラシまたは新潟県女性財団ホームページ 

（下記URLおよびQRコード）をご参照ください。 

https://npwf.jp/happy-p-kouryukaigi2023/ 

【お問い合わせ先】公益財団法人新潟県女性財団 

         TEL：025-285-6610 
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令和５年版 男女共同参画白書（内閣府）について 

 令和５年の男女共同参画白書が6月に公表さ

れました。 

 今年の特集は「新たな生活様式・働き方を全

ての人の活躍につなげるために～職業観・家庭

観が大きく変化する中、「令和モデル」の実現に

向けて～」です。 

 人生100年時代を迎え、家族の姿や働き方、

就業に関する意識が変化する一方で、伝統的な

性別役割分担意識や長時間労働等を前提とした

雇用慣行が残っており、このことが女性の社会

での活躍の遅れや、男女間賃金格差などの歪み

が生じる要因となっていると指摘しています。 

 

◆働き方や就業に関する意識の変遷と 

新たな生活様式・働き方 
 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大は、特

に女性の就業や生活に大きな影響を与えた一

方、テレワークの普及など多様な働き方が社会

全体に浸透しました。 

 また、若い世代の生活様式や働き方について

の考え方の変化を見過ごさず、未来を担う若い

世代が理想とする生き方や働き方を実現できる

社会を作ることこそが、今後の男女共同参画社

会の形成の促進において重要であると訴えてい

ます。 
 

◆「令和モデル」の実現に向けて 
 

 男性は仕事・女性は家庭といった「昭和モデル」から、すべての人が希望に応じて家庭でも仕事でも活躍

できる社会＝「令和モデル」 への転換が必要であり、その実現に向けて特に優先すべきこととして、次の

３点を挙げています。 

 ①男女ともに自分の希望が満たされ、能力を最大限に発揮して仕事ができる環境の整備 

 ②男女ともに仕事と家事・育児のバランスが取れた生活を送ることができること 

 ③これらを下支えする前提としての、女性の経済的自立 

 
 ＊白書の詳しい内容は、内閣府男女共同参画局のホームページでご覧いただけます。 

  https://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/index.html 

 スイスの非営利財団「世界経済フォーラム」が、経済・教育・保健・政治

の４分野のデータを基に、各国のジェンダー・ギャップ指数を算出しています。 

 ６月に発表された2023年の日本のジェンダー・ギャップ指数の総合スコ

アは0.647（昨年0.650）で、順位は146か国中125位（昨年は156か国

中116位）で過去最低となりました。このスコアは、0が完全不平等、１が

完全平等を表すものです。 

 日本のスコアは教育（0.997）・健康（0.973）分野では世界トップク

ラスですが、政治（0.057）・経済（0.561）分野での数値が低く、これ

らの分野で女性が進出していない深刻な状況が、全体を押し下げる結果とな

りました。 

出典： R5男女共同参画白書 

図 共働き世帯数と専業主婦世帯数の推移  

特-24図 年齢階級別週間就業時間 時間以上の就業者の割合  

【コラム】ジェンダー・ギャップ指数（GGI） 2023年 順位 国名 スコア 

1 アイスランド 0.912 

2 ノルウェー 0.879 

3 フィンランド 0.863 

5 スウェーデン 0.815 

6 ドイツ 0.815 

15 英国 0.792 

30 カナダ 0.770 

40 フランス 0.756 

43 アメリカ 0.748 

79 イタリア 0.705 

105 韓国 0.680 

107 中国 0.678 

125 日本 0.647 

＊内閣府男女共同参画局のホームページで、詳細がご覧いただけます。 

 https://www.gender.go.jp/international/int_syogaikoku/int_shihyo/index.html 
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企  業  名  hakkai 株式会社 

所 在 地  南魚沼市九日町2845番地 

代 表 者  代表取締役社長 関 聡彦 

業     種  精密プラスチック成形、金型加工等 

従 業 員 数   183名（男性104名・女性79名） 

ホームページ  https://hakkai.jp/  

 前回に引き続き、令和4年度ハッピー・パートナー企業交流会議で取組事例を発表していただいた、hakkai

株式会社を紹介します。 

◆We Make Good “安心して働ける会社” の思いで  
 

 南魚沼市にある精密金型、プラスチック部品メーカー。「ワークライフハーモニー」を合言葉に、テレ

ワークの推進や、１年に１回、連続５日間の有給休暇が取得可能な「リフレッシュ休暇」制度を設けるな

ど、社員ひとりひとりが働きやすく、活躍できる環境づくりに取り組んでいる。 
 

＊取組を始めたきっかけは人手不足に対する“危機感” 
 以前から、製造業離れによる採用難や、そもそもの人口減少によ

る労働力不足など、人手不足への危機感がありました。そこで、会

社として「多様な働き方を容認し、柔軟に支援する」という方針の

もと、①社員それぞれの事情に合わせた働き方の実現、②社員それ

ぞれのワーク・ライフ・バランスを実現できる組織づくり、③副業

支援を軸に様々な取組を進めています。 

 元々、社長が「人口の男女比率と会社の男女比率に差が生じれ

ば、会社内の感覚にも様々な面で世の中との『ズレ』が生じてく

る。」という意識を持っていたので、ダイバーシティや働き方改革

に関連した取組を進めやすい環境だったのかもしれません。 
 

＊間接部門におけるテレワークの推進 
 コロナ禍前から、社内通信機器管理部門で新幹線通勤をして

いた社員が、育休からの復帰、育児短時間勤務を経て、通常の

勤務時間でのテレワークを行った実績があり、現在も月1～2

日の出勤日、基本テレワークの形で勤務いただいております。 

 加えて、社内の働き方改革をさらに進めるため、会計部門で

の完全テレワーク導入を目標とし、実現に向け、2022年４月

から、以下の内容に取り組みました。 
 

 ①社内システムへのリモートアクセス等の環境整備 

 ②小口現金の廃止 

 ③書類の電子化（データベース化、取引先とのやり取りの 

  電子化）、 

 ④社会保険等の各種手続きの電子申請・諸税の電子納付の活用 
 

 

 

 段階的に出勤日を減らし、結果として会計部門では、2023年１月からは出勤日が月平均5～7日となっ

ています。 

 通勤時間の削減により時短勤務から通常勤務にスムーズに復帰できたり、家庭の事情で帰省（日本国外）

していても業務を継続することができたりといったメリットがありました。一方で、社員間の必要なコミュ

ニケーションが取りづらいなどの課題も生じましたが、チャットツール（LINE WORKS）の活用等により

解消しています。雪の多い南魚沼地域においては、日常的な雪下ろしや除雪をはじめ、冬場の通勤に通常の

倍以上の時間がかかることもあります。テレワークの推進により、仕事と家庭の両立につながったことはも

ちろん、時間だけでなく社員の気持ちにも余裕ができるなどの効果も生まれました。 

「Expert Bisai Creators Contest 2023」1インチ部門 

で優勝を獲得した同社の作品 

社員さんの実際のテレワーク中デスク 

リラックスできる環境で、作業も捗ります。 
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 新潟県男女平等推進相談室からのお知らせ 

相談室カレンダー 
〇 新潟県男女平等推進相談室では、性別 

 による差別、結婚や離婚、職場の人間関 

 係、さまざまな暴力、セクハラなどにつ 

 いて、電話・SNS等により専任の相談員 

 が相談をお受けします。 

  秘密は厳守され、相談は無料です。    

  なお、面接相談は予約が必要です。ま 

 た、SNS相談は、毎週月・水・土曜日に 

 開設しています。（カレンダー●印） 
 

〇 専門家による専門相談を実施してい 

 ます。          

  いずれも事前に予約が必要です。     

  詳しくは相談室へお問い合わせください。 
 

 ◇弁護士による法律相談         

   毎月 第２火曜日・第４火曜日  

      （カレンダー   印） 
 

 ◇医師によるこころの相談 

   毎月 １回 
         ※開催日については、事前に相談室へ 

             お問い合わせください。 

新潟県男女平等推進相談室 
TEL：０２５－２８５－６６０５ 
（事業委託先）公益財団法人新潟県女性財団 

 【相談受付時間】 

  月～金曜日 11:00～12:30、13:40～17:30 

  土 曜 日 10:00～12:30、13:40～16:30 

 （公財）新潟県女性財団からのお知らせ 

働く女性のスキルアップセミナーを開催します 

＜その他のセミナー開催予定＞ 

 ①【ハイブリッド開催】育休ママの職場復帰準備セミナー ２月1（木）・7（水）・15日（木）10:00～12:00 

 ②男性向け講座「妻が育休後、職場復帰します」 2月3・17日（土）10：00～12：00 

 ③男性育休取得促進セミナー：ご夫婦でご参加できます。 3月10日（日）13：30～15：30  

 いずれも、会場：新潟ユニゾンプラザ・一時保育あり・参加費無料（詳細は女性財団までお問い合わせください。） 

  開催日 テーマ 講師 

1 1月21日 チームの力を高めるリーダーシップ 
江口 瑛子さん 

（株）HRインスティテュートチーフコンサルタント 

2 ２月4日 私らしいキャリアを描くために 
平松 容見子さん 

産業カウンセラー 

3 2月18日 ロジカルシンキング＆コミュニケーション 
照屋 華子さん 

コミュニケーション・スペシャリスト 

4 3月3日 
チームを元気にする 

ファシリテーションの力 

飯島 邦子さん 

（株）プロセスラボラトリー代表取締役 

5 3月17日 タイムマネジメント 
岡村 美香さん 

（株）HRインスティテュートコンサルタント 

 企業での女性活躍が期待されています。どのように自分らしさを発揮したらよいか、求められる役割に、

戸惑ったり悩んだりしている女性が多いのではないでしょうか。 

 このセミナーでは、自分らしいリーダーシップのあり方を考え、リーダーとして求められるスキルを具体

的に学びます。 
 

【オンライン】各回：日曜日、13:00～17:00 参加費各回3,000円 1回でも参加できます。     


